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「地域研修」が経済学部のカリキュラムの一環に位置づけられ、実施されてから今年で 6年目をむかえます。当
初は新しく設立された地域経済学科の独自科目として出発したが、その後は経済学科にも開講されることになり、
経済学部と地域社会との関わりを深める特色ある事業に発展しています。そうした実績が認められ、事業団の「私
立大学教育研究高度化推進特別補助事業」に採択されました。
経済学部では学生が 4 年間で経済学の知識を体系的に学べるようにカリキュラムを作成し、講義・ゼミナールを

通じて彼らが今後立ち向かうことになる社会への認識を深めるように努力しています。そうしたカリキュラムのなか
で「地域研修」は地域社会・経済の現状を具体的に知ることにより学生の学習意欲を高めると同時に、地域で実
際に活動している地方自治体、民間企業、NPOなどの諸団体と連携して地域社会がかかえる課題を解明し、具体
的な提言を行うことにより社会貢献をおこなう特色ある科目として位置づけられています。
地域研修のテーマも年々多様化しており、その成果は 12月に開催される「地域研修報告会」で学生により報告
され、その概要が本報告書としてまとめられています。今後も地域研修をより一層充実させていきたいと念願して
います。地域研修に御協力いただきました地方自治体、各種団体の皆様には厚く御礼を申し上げます。

『地域研修報告書』の発行にあたって
2009年度
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学 生 研 修 記
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